
市原歴史博物館 令和7年度特別展

令和7年10月11日～12月14日

No 資料名 年代 所蔵・管理

1 神牛札 市原歴史博物館

2 大国札 市原歴史博物館

3 御朱印帳 個人

4 羽黒山五重塔 切絵御朱印 令和7年夏 個人

5 月山 龍神切絵御朱印 令和6年夏 個人

6 湯殿山　巳年切絵御朱印 令和7年夏 個人

7 月山・出羽・湯殿山　三神社拝詞 市原歴史博物館

8 火打石・火打金 個人

9 天狗盃 個人蔵

10 紐袈裟 市原歴史博物館

11 山伏装束 個人

12 行人装束 個人

13 湖州鏡【重要文化財】 宋時代 出羽三山歴史博物館

14 蝶双鶴文方鏡【重要文化財】 平安時代 出羽三山歴史博物館

15 瑞花双鳳文八稜鏡【重要文化財】 平安時代 出羽三山歴史博物館

16 流水草花双鳥文鏡【重要文化財】 平安時代 出羽三山歴史博物館

17 流水水草千鳥文鏡【重要文化財】 平安時代 出羽三山歴史博物館

18 瑞花文五花鏡【重要文化財】 平安時代 出羽三山歴史博物館

19 菊楓蝶鳥文鏡【重要文化財】 鎌倉時代 出羽三山歴史博物館

20 松喰鶴文鏡【重要文化財】 鎌倉時代 出羽三山歴史博物館

21 洲浜桜花双雀文鏡【重要文化財】 鎌倉時代 出羽三山歴史博物館

22 巴紋散鳥亀文鏡【重要文化財】 室町時代 出羽三山歴史博物館

23 梅竹文長方鏡【重要文化財】 江戸時代 出羽三山歴史博物館

24 太刀　銘月山【重要美術品】 南北朝時代 出羽三山歴史博物館

25 月山刀 室町時代 個人

26 上総国市原郡檀那場御祈祷帳 上巻・下巻 江戸時代～昭和期 羽黒山手向地区宿坊 養清坊

27 上総国千葉郡市原郡長生郡檀那場御祈祷帳 昭和33年以降 羽黒山手向地区宿坊 養清坊

28 檀中御祈祷名帳 弘化3年（1846） 羽黒山手向地区宿坊 正傳坊

29 上総国檀那祈祷帳 江戸時代 羽黒山手向地区宿坊 正傳坊

30 紫紋白結袈裟之事 天明元年（1781） 個人

31 結縁房号之事 文政元年（1818） 大和田町会

32 木箱「羽黒山坊号并懸板」 江戸時代 大和田町会

33 大日如来坐像（胎蔵界） 江戸～明治時代 大和田町会

34 桐文入り芝垣南天椿樹図柄鏡 江戸時代 大和田町会

35 燭台 大和田町会

36 贈代参之事 安政4年（1857）6月 大和田町会

37 法螺貝 大和田町会

38 鈴 大和田町会

39 木札「湯殿山 月山 羽黒山 三山大権現講中」 江戸時代 大和田町会

40 頭陀袋 大和田町会

41 大日如来坐像（金剛界） 安永8年（1779） 権現堂地区三山講

42 大日如来坐像の木箱 天保8年（1837） 権現堂地区三山講

43 大日如来坐像（金剛界） 江戸～明治時代 北青柳地区三山講

44 香炉 大正4年（1915） 北青柳地区三山講

45 錫杖 北青柳地区三山講

46 法螺貝 北青柳地区三山講

47 新行進物并御役行覚 文政6年（1823）9月8日 吉沢地区三山講

48 蓬莱図柄鏡 江戸時代 吉沢地区三山講

「うまれかわりの旅―いちはらと出羽三山信仰―」展示資料リスト
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49 山水楼閣図柄鏡 江戸時代 吉沢地区三山講

50 往来手形之事 文政13年（1830） 市原歴史博物館

51 奥州道法記 天保11年（1840） 市原歴史博物館

52 湯殿山参詣度控帳（納経帳） 江戸時代 個人

53 守大黒福寿天　湯殿山本道寺宿坊寶蔵坊 江戸時代 市原歴史博物館

54 湯殿山祝言 弘化4年（1847） 市原歴史博物館

55 小谷田大日堂扁額 安政5年（1858） 小谷田地区三山講

56 弘法大師図掛軸 江戸時代 袖ケ浦市博物館

57 出羽三山本地仏・三宝荒神・不動明王図掛軸 江戸時代 海保中郷地区三山講

58 寛永通宝 江戸時代 平野馬頭塚出土

59 蓬莱文円鏡 江戸時代 平野馬頭塚出土

60 数珠玉 江戸時代 平野馬頭塚出土

61 常滑壺 江戸時代 新生荻原野遺跡三山塚（一本松塚）

62 カワラケ 江戸時代 新生荻原野遺跡三山塚（一本松塚）

63 寛永通宝（古寛永） 江戸時代 新生荻原野遺跡三山塚（一本松塚）

64 カワラケ 江戸時代 花和田三山塚（新井地区）出土

65 腰梵天 波渕（五井波渕地区）三山塚出土

66 腰梵天 市原歴史博物館

67 出羽三山塚での梵天供養（模型） 市原歴史博物館

68 出羽三山神社お札及び幣束 市原歴史博物館

69 出羽三山神社掛軸 市原歴史博物館

70 拝式のわけ 明治8年（1875） 個人

71 月山・羽黒山・湯殿山　三山略縁起 明治33年（1900） 個人

72 三山合祭殿（現 三神合祭殿）絵はがき 近代 個人

73 奉納剣 近代 吉沢地区三山講

74 梵天供養碑建立の式辞 昭和5年（1930）11月21日 吉沢地区三山講

75 吉沢地区三山講行屋の古文書 昭和初年 吉沢地区三山講

76 三山切火 近代 市原歴史博物館

77 御札「月山神社 出羽神社 湯殿山神社 廣前大麻」の版木 八幡地区三山講

78 三山参拝記念写真 大正6年（1917）8月 分目地区三山講

79 湯殿山登拝記念大絵馬 元治元年（1864）8月 市原光善寺

80 三山講行人奉納大絵馬 明治11年（1878）9月 分目雷神社

81 三山講行人奉納大絵馬 大正2年（1913）10月 分目雷神社

82 三山参拝記念大絵馬 大正10年（1921）7月 北青柳地区三山講

83 三山参拝記念大絵馬 昭和12年（1937）7月13日 市原光善寺

84 三山参拝記念大絵馬 昭和50年（1975）7月16日 市原光善寺

85 行衣 個人

86 行衣 個人

87 行衣 個人

88 行衣 個人

89 梵天供養の輿 江戸～明治時代 迎田地区三山講

90 出羽三山塔 寛政4年（1792） 市原歴史博物館

91 梵天 市原歴史博物館

92 元三大師の版木 上高根地区三山講

93 豆大師の版木 上高根地区三山講

94 版木「奉修湯殿山本地密供家内安全祈攸」 上高根地区三山講

95 三山祭典記載帳・燈明料 大正8年（1919）10月 迎田地区三山講

96 梵天製作用の記録ノート 迎田地区三山講

97 梵天製作マニュアル 椎津三山講

98 梵天製作用型板 能満町会

99 電報 昭和44年（1969） 権現堂地区三山講

100 I'Museum三山塚（模型） 市原歴史博物館
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